
  幹事報告・委員会報告

　

　・ 杉山　千恵 君・・・３．４月と忙しすぎてUPUPです！！

　・ 中村　文男 君・・・すごし易い季節になりました

 ・ 次回5/10の例会は、ガバナー補佐期末訪問

　　時期の一つとなります。穀雨の名は、「穀物を育てる雨」と

　　いう意味から来ており、農作物にとって適度な雨が降る

　　ことの重要性を表しています。

　2024-2025年度

　　勝又　 明　  会長

例会場　；　米山記念館

      ると同時に初夏へと移行していく過程にあります。この節気

      ます。穀雨の期間中には気温が上昇し、春の終わりを告げ

　  西島 隆彦　 幹事

　　　記念講演は、第1部 ：東京恵比寿RC 中村久瑠美さん（弁護士）

     れ、農家にとっては歓迎される自然の恵みです。また、この

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米山梅吉記念館

　2023-2024年度　　　

      出来ました。また、4/6 (土) 富士RCの60周年記念式典

例会記録　 ２０２４．４．１９　 天気 ： ☀

　　　皆さんこんにちは、汗ばむ陽気になりました。

　　  節気です。今年は、4月19日から5月４日にかけての期間を

　　  富士宮ＲＣパスト会長　望月和恵さんが女性の立場から

　　　熱く語られました。

      今日19日は、何の日　穀雨（こくう）　日本やその他の

　 会 長 挨 拶

　　 が盛大に行われ、芹澤幹事と参加してまいりました。

　会長挨拶

閉会点鐘　１３：３０

１２：３０～１３：３０

(月3回例会)

　　時期になると多くの花が咲き誇り、自然が最も活動的な
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第１９７３回　例会プログラム　２０２４．５．１０ (金) 

　開会点鐘　１２：３０

　　　【理事会 開催】　ゲスト・ビジター紹介

　ロータリーソング

［例会内容］ 

ガバナー補佐期末訪問

　　　ガバナー　安間みち子さん、甲府南RC会長　吉原知仙さん、

     に降る雨は、作物の成長を助けるため「百穀春雨」とも呼ば

　　  指します。この時期は、穀物の生育に必要な雨（穀雨）が

      降る頃とされ、農業にとって非常に重要な時期とされてい

     

　　　カッション「ロータリアンな女たち、大いに語る」富士RC会長 

　　芹澤　 豊 　幹事

      東アジア地域における二十四節気の一つで、春の最後の

　　　山口いづみさんの司会で、パネリスト 第2620地区パスト

      先週の早朝合同例会、記念館の清掃お疲れ様でした、

　　  「女性活躍 ・少子化 ・生殖革命」 と、 第2部 ：パネルディス

　　鈴木 義一　会長

例会日　；　金曜日

    鈴 木　  義 一

      27日の米山記念館春季例祭のお客様を迎える準備が
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　　 ① ブランドリソースセンターの活用

　　　② 公共イメージの向上（MYROTARY 80％の達成）

　　　　　未設定が25クラブある。4月下旬までに設定を）

　　　　　　       発行者　　鈴木 義一

 　 ２０２４．５．１７　(金)　    創立記念例会

　【 地区研修・協議会 】

　　　⑩ 国際大会

　　　　　　　　　　  　R  財  団 ： 小野　　靖   君

　　　⑧ クラブ優秀賞への挑戦（現ロータリー賞）

　　　⑦ ロータリー米山記念奨学会支援

　　　⑥ 財団への寄付と補助金の積極活用

　　　⑨ 地区大会

　　　　 地区年次計画説明

　　　・ ガバナー補佐、会長、幹事に向けて

　　　① 例会を楽しむ（双方向）

本日(1972回)の出席報告　於：米山梅吉記念館　２０２４．４．１９

       %

会員総数 出席者数  出 席 率  前々週修正出席率計算会員

　　　    アップする）

　　　③ 自己基調の機会（ロータリークラブが自己のスキルを

１２名 １１名 １１名(MU0名) 100.00%

　　　・ 公共イメージ委員会「MYROTARYの登録の推進」

　　　⑤ クラブを代表する活動（3年間の目標等MYROTARYの

　　　　　する）

　　　② クラブ指導者への信頼

　　　③ 自己基調の機会（ロータリークラブが自己のスキルアップ

　　　④ つながり（ロータリーを通じて人間関係を築く）

　　　　　　　　　　　  会員増強 ： 鈴木　義一  君

　　　・ 基調講話

　　　① 会員増強（1地区100名増強、2017～18年度　3000を

　　　　 　　　出席者　　2024-2025年度　

　　　⑤ ＥＮＤＯ ＰＯＬＩＯ

　　　　　　　　　　  　幹 　　 事 ： 西島　隆彦  君

　　　④ 各委員会事業への理解と参加

　　　③ クラブ計画書の充実（各委員会事業への参加、奉仕

　　　　　割っている）

　　　　　活動、ローターアクト）

　　　　　　　　　　　  会　  　長 ： 勝又　  明   君

　　　　「時期会長テーマと主要事項に見るＲＩの新しい方向性」

　　　・ 次期ＲＩテーマ・ＲＩ次年度目標の解説および

　　　③ 継続

　　　② 積極的な平和

　　　① 最優先事項 「会員増強を行い図る構想計画の推進」

　 　② 奉仕活動（地元メディアでPR）

第１９７４回次回予定

　　　　　　


